「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第５回全体統括部会　摘録（案）
１　日　時：平成２２月３月１２日（金）１４：００～１６：００
２　場　所：京都会館　会議場
３　参加者：（全体統括部会）：西岡議長，丸橋，藤本（同席:岡田），長谷川，大田，山下，橋本，松井，生田，浅野
　　　　　 （妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，中江，油谷，岩佐，谷口，前川，
平野，加藤（代理:酒井），山本，寺本，中西，
黒﨑

　　　　　 （学童期思春期部会）：井越部会長，山縣，境，木村，土井，牧嶋，砂田，瀬戸，石田，中森，古田

　　　　　 （プロジェクト会議事務局）：江口，町田，濱頭，藤田，中村

　　　　　　（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）開会挨拶

（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　①各年代別部会からの報告（試行実施報告，プログラム変更等）
　　　　　　　　　②学習プログラムについて

③リーフレットについて
　　　　　　　　　④学習プログラムの名称について
　　　　　　　　　⑤支援者養成講座について

　　　　　　　　　⑥今後の取組について

　　　　　　（４）その他

　　　　　  （５）閉会挨拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１　開会挨拶（議長）

各部会での議論や試行実施など，本プログラムをつくり上げるにあたって，莫大なエネルギーと時間をお使いいただいたことに敬意を表したい。着陸寸前の本日も，活発な議論をお願いしたい。

　
２　配布資料の説明（事務局）

　事務局から会議の進行及び配布資料等について説明。
３　各部会からの報告

＜妊娠期乳幼児期部会（部会長，事務局）＞

　プロジェクトの立ち上げから本日までの間，部会５回とワーキング部会７回を開催し，協議を行った。また，より活用しやすいプログラムにするために，保育所・園で１８回，幼稚園で４回，児童館で４回，保健所で２回，こどもみらい館で３回，その他２回の計３３回の試行実施を行った。

　当部会では，親としての一歩をいい形で踏み出してもらえるようにという思いから，親の立場に立っての意見や受けとめを協議し，親に寄り添い支援ができるよう，支援者が同じ方向を向いて，温かく親を育てることを目標に検討を行った。色々な立場での意見交換があり，大変よいプログラムに仕上がったと思っている。まだ，検討の余地はあるかと思うが，一旦完成をさせて，より多くの場所で，より多くの方に参加をしていただきたい。
（事務局から資料１・２を基に，プログラムの内容等について詳細に説明）
＜学童期思春期部会（部会長，事務局）＞

　プロジェクトの立ち上げから本日までの間，部会８回とチーム会議14回を開催し，プログラムの作成，試行実施，振り返りを行ってきた。また，幼稚園で２回，小学校で９回，中学校で２回，その他で７回の計２０回試行実施を行った。より多くの保護者，普段来られない保護者が参加する機会をとらえられるという点では，就学前の入学説明会を活用した試行実施は意味があった。参加者からは「子育てのヒントになった。」「他の方の意見が聞けて，肩の荷が少しだけ軽くなった。」との声も寄せられた。親としての学びの大切さは，男性も女性もないということ，他人の話を聞いて自分のことに置き換えられるようになることが大切だと感じている。まずは活動に参加していただける仕組みをＰＴＡとしても，検討していきたい。

　部会では，参加者にとってワークシートへの記入が負担にならないように工夫し，プログラムを練り上げてきた。さらに，試行実施において，委員の皆様にも支援者になっていただき，検証できたことを感謝している。
（事務局から資料１・２を基に，プログラムの内容等について詳細に説明）

４　プログラム冊子について
議長　　　　イラストやデザインも入り，とてもきれいで分かりやすいテキストができたと思う。率直な感想でも結構なので，意見等があればお願いしたい。
委員　　　　障害のある方にもプログラムに参加してもらうことは大切なので，そういったイラストも入れていただきたい。

また，「赤ちゃんのいる生活イメージトレーニング」については，助産師としては母乳をすすめたいので，哺乳瓶のイラストを削除してもらいたい。それと，「ある日の１日」の表では，授乳回数が７回となっているが，新生児期で母乳だと10回ぐらいなので，支援者用テキストに，母乳育児の場合は，授乳回数が10回以上になる場合もあるという一文を入れていただきたい。 
委員　　　　プログラムの表紙について，「京都市教育委員会」と記載されているが，「京都市」の方がよいのではないか。市民に届ける場合には，「京都市」として大きく打ち出してもらった方がありがたい。
委員　　　　オール京都市で取り組んできたので，「京都市」とするべき。
委員　　　　ＰＴＡをはじめ，ＮＰＯ団体等も関わっており，市民と行政の協働で作り上げたので，協働ということを大きくうたったほうが，参加する保護者も受け入れやすいと思う。また，他都市に対しても，京都市は協働で作っているというアピールにもなるのではないか。
委員　　　　最後のページに，プロジェクトメンバーを掲載して，市民団体の方がこれだけ関わって作成しているということを伝えたらどうか。

委員　　　　発行元として，事務局であるこどもみらい館と生涯学習部を記載するのは構わないが，プロジェクト参加メンバー全員の団体と所属は，最後のページにでも掲載してほしい。

議長　　　　市民みんなでつくったというところに，京都市方式の価値があると思うので，それが分かる工夫を加えていただきたいと思う。

委員　　　　試行実施を行ったことで，参加者の意見や反応を，プログラムの中に盛り込
むことができた。これからは，たくさんの方に参加していただき，さらに練りあげて，現在進行形でよりよいものに進化していただくことを期待している。
議長　　　　これで未来永劫使うというわけではなく，成長していくプログラムだと思う。本日の意見については，可能な範囲で修正してもらうということで，事務局に一任する。

５　リーフレットについて
事務局　　　前回の全体統括部会以降，リーフレット検討会議を２回開催した。会議概要は資料３をご覧いただきたい。本リーフレットは，保護者にプログラムへの参加を呼びかけるため，また各施設・機関にプログラムの実施を促すためのもので，来年度の前半に配布予定である。

　
議長　　　　２回の検討会議は，すごく白熱した会議だったと聞いている。その結果，大変わかりやすいリーフレットになっていると思う。多くの方に参画していただくための広報という面では重要なものなので，意見があればお願いしたい。
委員　　　　裏面に「実施機関」が掲載されているが，プログラムを運営していくにあたり，どこか統括窓口があるのか。
事務局　　　妊娠期・乳幼児期についてはこどもみらい館が，学童期・思春期については生涯学習部が，実施状況をできる限り把握していきたいと考えている。ただ，細かい内容までは把握しきれない場合もあるかもしれない。いつ，どのテーマを実施するのかは，可能な限り把握していきたい。
委員　　　　大変分かりやすいリーフレットができたと思うが，参加を決める一つの要件として，費用面があると思う。参加費は無料かどうかをきちんと書いた方が，よいのではないか。

事務局　　　参加費は基本的には無料である。ただ，妊娠期・乳幼児期については，既存の事業で行う場合も多く，その事業が実費で参加費をいただく可能性もある。また，「離乳食」のプログラムで試食が伴う場合は，材料費を徴収することもある。実施の際には，リーフレットと一緒に，具体的な日時や場所，費用の有無等を記載したチラシをつけて配布することになるので，リーフレットへの記載の必要はないと考えている。

委員　　　　書き方を工夫して，「原則として無料。場合によっては実費をいただくことがあります。」くらいは書いでもよいのでは。


事務局　　　既存事業に組み込んで実施する場合，「親支援」プログラムではない部分で費用がかかることも考えられるので，「原則無料」と書くと，トラブルの原因になるかもしれない。誤解を招かないよう，リーフレットには，費用について書かない方がいいと思っている。

議長　　　　個々のプログラムの問い合せの時に，有料か無料かをご返答いただきたいと思う。

部会長　　　インターネットや携帯電話を活用する方が多いので，リーフレットにQRコ
ードを掲載して，携帯電話からも情報が得られるような工夫も考えてほしい。
事務局　　　今後の課題として，検討していきたい。

委員　　　　中面左下のイラストについて，吹き出しの内容は親のセリフだが，子どものイラストから吹き出しが出ているので，工夫をしてほしい。

議長　　　　吹き出しとイラストの関係も考慮して，修正をお願いしたい。

委員　　　　イラストからは，登場人物が核家族になっているが，おじいさんやおばあさんは登場してこないのか。

議長　　　　子育てをしていると，結構おじいさん，おばあさんが関わることも多い。高齢者の方も参加していただけるような子育ての勉強会，学習会ができたらと思うので，今後の検討事項としてもらいたい。

委員　　　　実施機関については，次年度以降，順次広げていくという話があったが，つどいの広場や子育てサークル等は記載してもよいのではないか。

事務局　　　実施機関は未定のところもあるので，現段階では，このような書き方をしている。リーフレットの発行までに，実施することが分かれば，追加したいと思う。
議長　　　　リーフレットも実施状況に合わせて，改訂版ができると思うので，その時には新たなことも盛り込めるといいだろう。
事務局　　　リーフレットの他にも情報発信として，保育所，幼稚園，学校等を通じて保護者に配布している家庭教育新聞「あしたのために」の４月号で「親支援」プログラムを特集として採り上げ，掲載する予定。

６　学習プログラムの名称について
事務局　　　資料５に皆様からのご提案を含めた，名称案をあげている。来年度からの実施にあたり，どの名称がよいか意見をいただきたい。
議長　　　　名称は非常に重要で，できるだけ多くの方に「行こうかな」と思っていただける名称にしたい。資料５の提案以外でもよい案があればお願いしたい。

委員　　　　案の名称が「～講座」となっているが，「講座」という言葉は硬いので，「ミーティング」や「広場」といった言葉がよいのではないか。
委員　　　　私は「ほっこり」がいいと思う。「ほっとする」という意味だけではなく，
「疲れる」という意味を持っている点で，子育てに疲れて，このプログラム
に参加してほっとするというイメージを持てるので，「ほっこり」が適当だ
と思う。
委員　　　　幼稚園では，よく「お楽しみ会」とか「クリスマス会」とか，「～会」と言う。私は「きょうは　はなさかす」がすごくいい言葉だと思うので，「きょうは　はなさかす会」としたらどうか。皆で集まって楽しくしましょうという印象を受けるので，小さい子どもを持つ保護者にとっては参加しやすいと思う。
議長　　　　小さい子どもを持つ保護者と大きい子どもを持つ保護者では，行きたいと感じるポイントも違ってくるかもしれないので，様々な年代の子どもをお持ちの立場，関係者の立場からの意見もいただきたい。
委員　　　　私自身，おしゃべり系の会を開くときに「ほっこりコミュニティ」というネーミングを使用している。そのほか，「トークショップ」という言葉も使う。「ミーティング」よりは，「トークショップ」の方がおしゃべりという雰囲気がすると思う。
委員　　　　「きづきあう」という言葉の中身はとてもよく分かるが，語呂がきつくてよくないので，プログラムの名称としては反対。
委員　　　　「ほっこり」は京都らしくてよい。他府県からの問い合わせも多分多くなるだろうし，「ほっこり」という京都弁がいいのでは。「トークショップ」は，少し硬い感じがするので，「ほっこり子育てトーク」はどうか。
委員　　　　「ほっこり子育て」がいいと思う。その後につける言葉としては，「ミーティング」だと仕事のイメージがあり，「コミュニティ」だと地域社会のイメージ。「ひろば」はどうか。外国では，みんなが辻，辻から広場に集まって，話をする文化もあるし，本プログラムでは，そういう場所を提供して，みんなで集まって，わいわいがやがや話しましょうという感じで，「ほっこり子育てひろば」がいいと思う。

委員　　　　キーワードとして「ほっこり子育て」で統一して，プログラムの場合は「ほっこり子育てプログラム」，事業実施の場合は「ひろば」や「プラザ」など自由に付けてもよいのではないか。

議長　　　　基本「ほっこり子育てひろば」にして，場合によって，「ほっこり子育てトークショップ」など自由にお使いいただくということで，異論がなければ，これに決めたいと思う。　
７　支援者養成講座について
事務局　　　妊娠期・乳幼児期については，専門職の方を中心に説明会を開催する予定。学童期・思春期については，子育てサポーター・生涯学習コーディネーターをはじめ，本プロジェクトメンバー，ＰＴＡや人づくり２１世紀委員会等の方から，適当な方に支援者になっていただきたいと考えている。平成２２年度は，６月頃に養成講座を行う予定で，２０から３０人くらいの方に，受講いただきたいと思う。講座の内容等については資料６にある案を考えている。
委員　　　　養成講座のカリキュラムに関して，何か資格がある方は免除するのか，一律にこの講座を全て受けた方のみがプログラムを行えるのか。

事務局　　　学童期・思春期では，ボランティアの方を中心に支援者になっていただくので，類似の経験をお持ちの方もいると思う。ただ，今のところ，基準を決めていないので，今後の検討課題としたい。
委員　　　　講座の全ての受講が必須ではないとしても，支援者になるにあたって，これだけは受講しなければならないというものは，今のうちにあいまいにせず，きちんと決めておいた方がよい。
委員　　　　養成は２０から３０人とのことだが，希望者は全員支援者になれるのか。ま
た，ある程度選考して受講してもらうのか。
事務局　　　講座前に，面接をして適性のある方だけに受講いただく方法もあるし，講座の中で，支援者になっていただく方，あるいはその補助者になっていただく方に分かれていただく方法もあると思う。その辺は検討していきたい。
８　今後のスケジュールについて（事務局）
　平成２２年度からの本格実施に向けて，先ほど確認したプログラム冊子を来年度早々に，
関係機関に配布し，リーフレットの作成も進めていく予定。支援者については，妊娠期・

乳幼児期は５月に説明会を行い，学童期・思春期は６月に養成講座を行うよう，検討して
いる。本プロジェクト会議については，実際にプログラム活用が始まってから，実施状況
や改訂の必要性について確認する会議として，来年度も継続していきたいと考えている。

　今後，各機関・団体，保健所，幼稚園，学校など，様々なところで順次実施していただく予定だが，すぐに全学区で実施ということにはならないと思うので，希望する保護者が参加できるよう，全市の保護者を対象にしたプログラムを実施していく。詳細は，資料７－２をご覧いただきたい。

９　閉会挨拶（教育政策監）
　年度末の忙しい時期に出席いただき，また貴重な意見を多々いただき，本当に感謝している。一昨年の10月から，本当に熱心な議論や試行を行いながら，京都ならではの素晴らしいプログラムがまとまり，ありがたく思う。

本プログラムは，門川市長が申している，行政の枠を超えるだけでなく，様々な市民の方と一緒に汗をかく共汗と融合の具体的な成果であり，京都力が表れているものだと思う。この間，西岡議長には，長きにわたりご苦労いただき，感謝申し上げる。今後，これをいかに活用するかについては，皆様のより一層の支援も必要になってくるので，よろしくお願いしたい。
京都市としても，「京都市未来こどもプラン」や次期京都市基本計画の策定作業も進めており，子どもたちを取り巻く様々な課題を克服するだけでなく，保護者が子育ての喜び，楽しさを実感して，共有していける，そうしたまちづくりに取り組んでいきたいと思う。行政はもちろん，この場にいる方々の，今後より一層のご支援，市民の方々すべてが，子どもたちをしっかり育む環境づくりに大人として取り組んでいき，その中で，子どもたちが自分の力でしっかり育っていく。そんなまちづくりを共にしていけたらと思っている。今後とも引き続き，よろしくお願いしたい。
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